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【改革の方向性】 

  ○ 機能分化の徹底と連携の更なる強化、居住系・在宅サービスの更なる拡充。 
  ○ 施設への入所は重度者中心。施設におけるユニットケアが普及。 
  ○ 小規模多機能、24時間対応の定期巡回・随時対応サービス、グループホームの充実。  

【介護サービスの需要と供給（１日当たり利用者数等）・介護職員の見込み】 

2011年度 
2020年度 

現状投影シナリオ 改革シナリオ 

介護サービス
の見込み 
（１日当たり 
 利用者数等） 

介護施設 ９２万人／日 １３９万人／日 １２０万人／日 

特養 ４８万人／日 ７４万人／日 ６５万人／日 

老健（老健＋介護療養） ４４万人／日 ６５万人／日 ５４万人／日 

居住系 ３１万人／日 ４５万人／日 ４８万人／日 

特定施設 １５万人／日 ２２万人／日 ２１万人／日 

グループホーム １６万人／日 ２４万人／日 ２７万人／日 

在宅介護 ３０４万人／日 ３９１万人／日 ４０５万人／日 

うち小規模多機能 ５万人／日 ７万人／日 ２０万人／日 

うち定期巡回・随時対応 － － ５万人／日 

介護職員の見込み １４０万人 １８８～１９８万人 ２０１～２１１万人 

資料出所：「医療・介護に係る長期推計」（平成23年６月、社会保障改革に関する集中検討会議） 


